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【組成 1■状】

アセサイド6■ ,),,テ たは 第 ‐却|||"llと 添

`Jの

■ 1判 |'衝 (ヒ

却)を Jせ |し てlt'1す る

“

1ム ●わせ た人
`Iで

ある

(な お |″製水て0洞 しヽ03｀｀、●●■11た としてlt‖する.|

1 組成

2 .性1犬

【用法・用量】

1調 製法

●IIの■11液 の刊製は 次の方法による.

″ 綱50nlL"11∫ 50nlL及 01サ 製水瓢)0●lLの 11合で泥油

し ,3｀｀、■,た 111えを震する.

2使 用方法

(い あらかじめ,先

“

水i先 を行ったにlll Iト リ[を●
=,L`■

こ,1■■

る.枷 |イしのある器,t lliや ‖地tr技

“

な器!い ま

'ユ
11'を

コ |■ 人ズ まk,することこよう■11● と 1分 に

'41させる.

(2)5分以 ●ユ

'!tす

る.

オ咆の役■を要する場イヽは]0分以 |ただ:する.

(3)涎 ri● 1に つ口|し たレ:|,て ‖|,tを 鳳,1と して泄 1水 を‖|い

枡i水で15秒以 |すすく.■ 11 1,によつ水を代‖|す ることも

できる.閑 1イしのある′や共tや iいとのユ11な 41り い |よ ||イL,
に丼

`が
,"やすいので 水の珈 II人やすすぎ1,I,を

71■するなどして「 分にすすく

■ 用法 用量 に関連する使用上の注意

口)過山酸没度が02'|を「 11る場イロま「 分な投メi効 ,tがイ1られ

ない
'「

〔

"II ill=化

十1,イ ンツケーター (″∫え|よ アをサイド

,=′ カー|,を 1,い実用 l ll挫 度 (過 11餃 ‖tた 02■ .1,「

であることを lt,諄 すること.

(2)′ 110こ付着しているmltt ll.た 、のイ,卜 1″ か本11の 効力や

安定悧」こ1彰料を及に

'お
それがあり 又 4i体物質中のi

イヒ物がル:い|で ‖:,1に 11υ )`ι ■や′化が l・ こう■るので 消

雄,'こ「 分に,先 lt に

'Lえ

るOllを除去すること.● I
鈍 |,の 1‖ 辻の投

“

な器共のit,,ソ′緻 1つ いては メーカー

のI奨する方法や
=会 'の

ガイドライン等に従うこと,

(3)'I共に■″した水
`,に

よる■ 11●のイ

'ヽ

か,力や安定‖J[

形刊[を ,えるおそれがあるので i先

`後
のイ:り tの 水

'tを

|

分にt」 ってから

'用
itべ ,,Iす ること

(D迪耐酸の,,11は lilLの ヨウイヒカリウユ、でんふんlllに よつ

'●できる イ|り tのすすぎに 1分な条

“

卜をあらかしめlll認 しておく

こと―■it',■ ,が ,11さ itる 器■は すすぎII‖,の 延長

などによ0迪 tjな すすぎ′,法 を1,tし ,,11カ
'な

いことをFl認

しておくこと

(5)浸●時間

5● 11● ,た■で ま ‖|'!力 り、itの りiL=|サ

':■

′してtヽ ろ
'場

イャ

に11'tす ることがあるじ,で オ地の桜工を要するり 介 ま

lo分以 L,,1:す ること.

オ十,● [よっては変色した0するl・ それがあるので 工枷 |,い ,

を Jlえて,演しないこと,

“",減
処理の機Oi`しにより 人然ゴム ′

「 ゴム製Ilで ひび■
tl′ |しを■することがあ|ル 1効 +も瓜 |する ゴムを■1,

した器共については 人″ヽコムや|:ゴ
`、

がイ史われているカ

とううを

“

:ますること

〈F,オ1共のひびや針iは 〕|ケ効,tを イ`「 分にし 'Iは

'川
たの

,t Miに も杉霊するので ひ0や■のあるキトサ:に は迪‖lし

ないこと,

(S,安 全対■

■ 1¬
`|ケ

l,ま よツt■物■及び,I′ケれのイ1■ や吸人を

世けるため|[ゴ !、 千袋 ガウン マスク はヽ■の,:iり tを

■‖|すること.

性 仏

● イ|

正‖の11し 1'リ ブ,it〔 11ユ||の 11ヽ1な
=お

t

力iある.

″ i却
l

アルカⅢH:の 如

`色

から淡 11色 の●り1の れで わ■

か [11ヽ なにおいがある.

03｀ |`、

'|■1,腋

無色の,● り1の 工で ,1い‖戯社のにおいがある

(pHiJ3 5)

【効 能 ・効 果 】

にll=|■ の化学1,波 ri文 は,Ⅲ ri,ケ

効能 効果に関連する使用上の注意

は)作 1111い,と ■効な微4i物

“

:'11,11 -1,ll11/1 ウイルス 抗酸メ 才地

う分 ヽリ ● ′、 |||

10分

■

,1)高 度に,1米 されているl17●  11■することがある .

(2)迪 川1で きる器,t'`

(a)レ ンスよ■の■ 11狂  |11■●1 メス カテーテルな

どの夕ヽ「 千lil]器 ,tI引 泌凛器千11器 ■.

(b)ll lIよ に対 人 ■|“ 1政よ ⅢHl 人「 透析装置 1ヽ 11¬

‖,器 共又はそのス,l」 1,器■ ,上均|" llS,lti フラス

チ ック器共■.

■2'(a)デ ータのあるもの (b),■ できるもの

(3)′ イヒのおそれがあるため■川1を ■ける

“

1〔

人然ゴム ■ゴム.

(用 法 1l itに 関■する■■ 卜の,I意 (6)参 l暉 )

(つ 腐tのため■11で きないlI■

鉄 Ⅲ∫ ■ちゅう ‖:釘i lll″  炭素,1.

組成

過酢腋を6■,● イし 過酸イヒ水I川 4F・ そのイし

l成 分
`安

定イヒ細
'及

0水を,む平ll泥今物で

ある.

i成分て,衝‖l琉、安定11及び0“イオン」 Flヽ Ⅲ

を,ilす る.り:川 たのpH llヤ 及び安定化に ,

いる.



【使用上の注意】

1重 要な基本的注意

(1)人体に使用しないこと。

(2)本 IHI″―″1ま川酸様の強い11激 真がある.換気議術のある

|`■で保管及び■11す ること.,t‖ たの両製に よ ↓
"Jのた世■世を

",い

るか トラフト

'を
Ⅲ川して ネ

'tの

1曖入を
1∫能な限りⅢ址すること.■ 11れのイた1,及 び保■に際しては

フタイJき 容77●を■用しム腋を ljぐと共に

'気
をし力ヽ するこ

と。なお、必要に応じ トラフト勺での使用も考慮すること.

(3)にに,'、 して人らぬようⅢ街下の14証■をつけるなど J分,ヽ 意

して収拗 こと,■ 月1泄の綱型,丼―却1を扱う場合は洸眠で

きる設術のある場 ,千 や i先 〕良IIの 水を半niしてィTぅ こと.i浜

ってЩに入った場0は ,1ち に多 11の 水で,た ,た ● I‖ |ヽ

の処か,を受1す ること,

(1,第  11を扱う場

`,た
11●。)抑 製やヽ■処りll´ 気ヽは‖t

l乎 嘔器,の 111典を11秋するので ‖tiマ スク1'の ‖ユリ:を
つけ 1吸 人又は′

“

にないよう,卜 しすること,■

"1性

を扱う

場0を ,めて 1に ,tを ,い力1すること.

(5)第 一剤を17う 場命は 過nl峻 水溶ユとのレ肛により皮膚が

r也化又は ,ア |[を 生じることがあるので ゴ′、千袋年のll

i斐 共を着け 皮

"に

付■しないよう01■すること.皮■に句

着したときま直ちに多■の水で洸い流すこと.■月1泄 を■

1,す る際も lR扱いけは ゴム手袋を■,Iすること。

2適 用上の注意

(],1;コ tを班けるため ■,及び取lltい に 1分
't意

すること.

(2)実 川J ltを 調製する場合 ピベットなどで●″[で吸0して

利け製しないこと

(3)本 IIは陸 Vし てあるので 次‖:址 素核塩,の 11素 系■11と
Nlt介 すると班素ガスを発生するので ■イヽしないこと

3そ の他の注意

マウスず,“

"に
,直月りした非 m木 .人欧にぉいて 過醐該は

''い,Lイitガ 'た 1″ [1で ,る と,11'F力
'あ

る 過″1唸エアロツルを

吸人させた非回沐試跛において マウスに引̈

'を
形成させた

との報 .「 があるり
.

【非臨床試験】

急性毒性 (LD5olめ

第一剤 :LD50(mg′ k8)

【薬効薬理】

1 -般細薗に対する殺菌効果
'

アセサイド希秋たは ■ll「 眠以 ドの過�餃濃度液(018%,
で グラム晰H:持

`lt腋

,“ をなく,及 びグラム瞼性 持を今むイれ
‐1,HI西を1分以内 t■Ⅲ

“

才地を25分以内に
'戴

した.

2各種抗酸薗に対する殺菌効果り

アtサイド■,(ltは、■1,「 限以「 の過m酸■●泄

“

)18,t,

で 各Fl抗酸画(1,`りうα
`′

′″ィ
"″

″′″でィルsお H371R、 V′
`′“

″

ATCC 25291 1イ ル′ルη
`′

″′″′′′:ヽ TCC13950 17 1`″ ぉゞ″

ATCC12178,を l分 以●[■成した.

3各種真菌に対する殺菌効果 |

アセサイド希釈液は ■川 ドlt以 下の過M腋渋度波

“

)18,1,

で Cα″″
'″

″′|′
`α

″slF01591 C′ッ,′●
`り ``,`S,′

′●/″″,α ″,
11ヽ 1ヽ 11351 ,',て れ lカメ:υ ヮ| ′″

`,″
′ζ′●ヽカメ

``ヽ

 11ヽ 1ヽ 11lS9を 1,
以 内に ■●′な″″S″な ′IF06341を25分以内にな減した.

4各 種ウイルスに対する不活化効果
'

アセサイド希猾(泄 は ■11ド |■ ,ドの過川酸渋度液 018'`)

で 11ヽしベルヘスウイルス1′i!及 びアデノゥイルス5型を25分
以 ●にイt itt fヒ した 018・●

`で
ボリオウイルス3型を検‖!1■ イ

以 下てく51X10JTcH,■ 12,μ L'まで不活イしするのに10分を,
したが 02P,以 卜の,`■液では5分以 |に検Jlり ■ヽ以 下まで

不,舌

`ヒ

した

5各 種医療器具に対する実用効果〕い

アセサイド■11た 03ヽ ,,ま おα
`′

′″s s7)|″ s,i地 ウマFlil

及び aヽCを ,む |たで,,ltし た411レ|■ 11器共を

“

111寺 いl

5分でほとんどの試験 (11「 [口 )で ル置した.ウ マm['1'及 び

aヽClを ,むB,″
`|″

おオ1し 西液(:l llした1火ヤ|～ 机鈍をり:JI

波に5分い,た

'1で

した,米 ほとんどの ,試 験(10,13)で検111■ ■

以 ドとなり 10分では,べてのi式験 (1110)で検14(界 以 ドと

なった.

6作 用機序乃

過酢酸のlT川確 序は ヒドロキシルラツカルの生成による糸1胞 の

tr 変■とそれに
'ヽ

づく,命 送のは1■ 代謝の必須酵彙の不il

化 紳II腱
=そ

の1杢 過性の■壊 核餃の変性 ●ツなどがホされ

ている

【有効成分の理化学的知見】

おヽ

「

ラ ン ト

オ ス メ ス

“

 」 >2600 >2(,00

CHIC000H
エタンベルオキソ織 (cthanepero、oic nc d)

C!H103

761,5

11也 i今 りゆ 泄で、オ1激性の■ ■なにおいが

ある.水 と況和する.

1 化学構造式

2化 学 名

3分 子 式

4分 子 量

5性   状

局所刺激性切

第一剤 i試験動物 ウサギ

皮 Vlにイ」着すると茄みをともなう皮膚のに也イヒ l.・ 肛を′にじる.

限に直 llkユ llした場合 人り1を合む不 1∫ 迪

“

llt傷を,き起こ

すこと/1あ る.

実用液 :試験動物 ウサギ

皮膚一次

刺激性

ll■ 及び損館

`●

にツ」″t

lVill i`匝 (0 5mLI、 te'
1,いオ」激物

眠絆1/1

11激 ,|
rlJ(o lmLl ll) 中

`度
の11秋・||

,一 11に 1ヒ l.し て弱いが "IM性がある。

**【取扱い上の注意l

く注  意>
(1,法 ,1`に まフタイ|き′ドイ:を 11い ■‖111ま フタをすること

(2)実 用れは 容器にフタをし |:1, 光を,堕 け ■,硫で体行
すること。

(3)第 1利 は 成分 分ユ ■日1の 関係で過地和:,″液の1't態 に

なっているので やill力 'I‖ |することがある."i出 した結11ま

�i′(浴 で加iliし て′,`してから■11す ること ,一イ1につい

ては 過関餃の分
"`が

,進される●)で 加‖11しないこと̀

(1)堆化ビニルやシリコン,の樹1"を ■1,し ている器共●に1,い

る場イ)樹』

"の

部分かすしく4Y色することがある.

**(5)保

'1,や
輸送叶は容器を■倒しにしないこと(ガス抜きキャ

′ブから腋 l.l■ するおそれがある).

く実用液の再使用>
■川樅は■1!ド |■ 没度(過m腋

"`曖

o2,6)に なるまで操り返し

|た 11で きる.水や■機物の泥人により ■川波 のイ,効 成分

皮

"一
次

オ1激I
ll・サ及びllllty部位に測■

,帖 |」 Ⅲ口 ,0う ol L,1。 |

●度から

血文の力」激ll

1嶼料i度

"」

ユ■
it回 (01n,LI眠 )

詢:度の11激物

リトir世 的な1ly[L



濃度の低 ドがlFt進 される。使用liに実 jl F ll.濃 度以 Lで

あることを確認すること。

く応急処置>
皮膚に触れた場合 :直ちに汚染された衣服等を脱ぎ、流水で

十分に洗い流蔦 痛みが続く場合は医師の診
"iを

受ける.

眼に入つた場合 :直ちに流水で15分閻以 L洗眠し Щ利医
の診断を受ける。洗浄が遅れたり不「 分な■合、llの 暉

書を生じるおそれがある。

吸入した場合 :速やかに新鮮な空気の場所に移し、●Pl「

の診断を受ける.

誤飲した場合 :直 ちに多量の水や■乳を飲ませる.■ 珂1に

吐かせないで速やかに医師の診断を受ける.11か せる
ことにより訳嗜すると呼吸器系に障■を起こすおそれ

がある。

く廃棄方法>
実 ,‖ 泄を廃棄する場 /― 多 itの 廃水とともこ公共lll水 設仙
に流人する施設では、そのまま排水する。そうでない場合
は、中和等の処理をしてからll水 すること,“ 渡(L刑 、第
一莉)を 廃楽する場合、多量の濃厚液が直接廃水延■施

設に流人すると活脩 1泥 に影響し ラヽブルの原四になるこ

とがあるので ,■ 波を調製してから処理すること.“:iに を
こぼした場合等、こにした原波はベーパータオル●で吸い

取って廃焚すること.容器に残った原波は,ド のいずれか
の処理をすること.処 理の際 換気に注意し 手袋やマス

タ 眼鑢等の保護具を丼用して 液との直接の接触を避け

ること.実 用,原 液いずれの場合も地方向流体の

"I水

外
lllに 従うこと。詳細については、アセサイド廃波処理の■,

きを参照のこと。

(1)大 Itの水で十分希釈する.

(2)ア ルカリと滉合して、酢酸及び週酢酸を中和、分解する.

(3)'オ 確酸ナトリウム等の還元利を澪加して過睦fヒ 水素及0
過Fl:陸を分解した後 希P(ス 1ま 1■ 1する.

*【包 装】

包装形態 :第一剤と第二剤を1組にした義箱入り。
●包装単位 (第一莉、第二利とも同容動 :75mL 250mL 400m L

500mL 750mL 800nlL 875mL
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